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 ようやく暑さもおさまり、さわやかな秋風にのって、キンモクセイの香りが感じられるようになりま

した。子どもたちは元気いっぱいに運動会の練習に励んでいます。 

 さて、今月は「保育所保育指針」に記載されています『幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿』

をご紹介してみたいと思います。 

 

幼児期の終わりまでに育ってほしい「10 の姿」とは 

学校に「教育指導要領」があるように、幼稚園には「幼稚園教育要領」、保育所には「保育所保育指

針」、認定こども園には「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」があります。現行の指針は 2017

年に改定、2018 年 4 月より施行されたもので、いわゆる「10 の姿」とは、幼児期の終わり、すなわち

小学校入学までに育んでほしい姿や能力の目安を示したものです。「10 の姿」は、卒園までに育まれて

ほしい子どもの姿を、5 領域（健康・人間関係・環境・言葉・表現）をもとに 10 個の具体的な視点から

捉えて明確化したもので、以下の項目を設定しています。 

  

①健康な心と体 

②自立心 

③協同性 

④道徳性・規範意識の芽生え 

⑤社会生活と関わり 

⑥思考力の芽生え 

⑦自然との関わり・生命尊重 

⑧量・図形、文字等への関心・感覚 

⑨言葉による伝え合い 

⑩豊かな感性と表現 

 出典：【10 の姿】親として「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」をイメージしていますか - たま Goo! (tamagoo.jp) 

これは従来の考え方、幼稚園は「教育」、保育園は「養護」ではなく、幼稚園、保育所、認定こども

園とも、どの施設に通わせても幼児教育の指針は同じということになりました。幼児教育をする施設で

は、上記をめやすに子どもの成長を振り返ることで、今後の保育の方向性やかかわり方を明確にしてい

くことができます。また、「10 の姿」をもとに子どもの成長を汲み取ることで、小学校へ子どもの様子

をわかりやすく伝えられたり、今後の学校生活へスムーズに移行したりすることにもつながります。 

  10 の姿は子どもが育ってほしい「方向性」を示したものであり「こういうことができるようにな

る」といった達成が求められる課題ではありません。そのため「目標」ではなく「姿」という言葉が使

われています。保育の現場では、日々の保育の積み重ねが「10 の姿」につながるという意識を持つこと

を大切にしています。そして、幼児期で最も大切なことは「遊び」であり、幼児期の遊びの中で様々な

経験や体験を通して学ぶことが、人生の基礎をつくると言っても過言ではありません。 

https://tamagoo.jp/childcare/figure-which-grew-up/


学びに向かう力・人間性を育む 

「10 の姿」は達成目標ではなく、どのような方向性を持って子どもたちを育てていくか、といった指

針です。幼児期の終わりに、「10 の姿」を完璧に体現できるような子どもはいません。幼児期にもっと

も大切なのは、学びに向かう力や人間性を育むことです。いろいろなことに興味を持ち、人と関わる楽

しさを知り、人や社会でよりよく生きていきたいという意欲を持つことが、将来の学びにつながってい

きます。幼児のうちから、知識や技能を習得することを重視しているわけではありません。 

子どもの学びは「遊び」から 

子どもが一番熱心に取り組む活動は、「遊び」です。子どもの学びはすべて「遊び」のなかにありま

す。ありんこ親子保育園では、子どもたちの間で駒回しが盛んに行われています。初めは上手く回せな

くて失敗しますが、何度も何度も諦めずにやり続けて回せるようになった時の感動は、言葉では言い表

せません。駒回しから何を学ぶのかを考えてみましょう。チャレンジする心、諦めない気持ちをもつこ

と、手先の器用さ、コミュニケーション能力、やる気、根気、集中力、好奇心、達成感、充実感等…。

たくさんのことを遊びの中で学んでいることがわかります。子どもは、将来のために努力したり、我慢

したりするのは苦手です。でも、今を楽しく遊ぶためには、さまざまなことを考え、工夫し、時には我

慢することもいといません。どうしたらできるようになるか、前向きに考えることは将来を生きるため

に大切な心の財産になります。遊ぶのはひとりでも友達と一緒でもよいのですが、自発的であることが

大切です。大人から見るとなにが楽しいのかわからないようなことでも、子どもは自発的な遊びのなか

でいろいろな感覚を楽しんでいます。 

生の体験が感性を磨く 

現代社会においては、メディアの発達は著しく、子どもたちは映像文化に慣れ親しんでいます。テレ

ビやパソコンの画面で繰り広げられる楽しい映像は、限られた時間や資源のなかで多くのものを与えて

くれます。しかし、子どもの感性を磨くのにもっともよいものは、生の体験です。例えば、小学校の国

語の教科書にザリガニの絵が出てきても、においや手触り等の五感で感じることはできませんが、ザリ

ガニ釣りをしたり、飼ったりしたことのある子どもは、ザリガニのことを五感で体験しているのでよく

知っています。これが理解力となります。五感をフルに動かして世界を感じることが、子どもの感性を

磨く鍵です。また、美しいもの、気持ちのいいものだけを見て感じることがよいとは限りません。そし

て特別な経験だけが価値あるものでもありません。泥んこ遊びをして、泥だらけになるといった等の生

の体験が、子どもの心を動かし、育んでいきます。 

保育園の子どもたちは、心が柔軟でさまざまな保育活動を通して心や身体が育っています。できなか

ったことが出来るようになる場面は、毎日のように立ち会います。楽しいことも悔しいことも、子ども

の育ちにとっては大切な体験です。子どもがなにをできるようになるか、ではなく、どんな風に生きて

いってほしいか、という視点で「10 の姿」をイメージしてみるといいですね。保育園での生活が楽しく

て学びの多い幸せな場所であるように、これからも子どもたちを見守り続けていきたいと思います。 


